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「三浦市産大根おろしチャーシュー丼」を
限定発売（神奈川県本部）

岐阜県産ホウレン草を使用した
チーズクリームパスタ発売（岐阜県本部）

アプリ開発ワークショップを開催
（AgVenture Lab）

3

6

シングルス男女の表彰式で菅野会長が副賞を贈呈（2面）

産学連携プロジェクトで昭和女子大生が考案したメ
ニューを限定販売（3面）

「JA全農チビリンピック2021 JA全農杯 全国小学生
選抜サッカー決勝大会」を開催（8面）

全日本卓球に協賛し「ニッポンの食」で出場選手らを応援
（広報・調査部）
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2面

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
と

　
　岡
山
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
が
合
併（
米
穀
部
）
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News!

News!

全日本卓球に協賛し「ニッポンの食」で出場選手らを応援

全農パールライスと岡山パールライスが合併

出場選手への応援メッセージも展示

事業強化で生産者所得の向上と営農の安定に貢献

広報・調査部

米穀部

　
全
農
は
1
月
24
〜
30 

日
に
開
催
さ
れ
た
卓
球
の
日
本
一
を
決
め
る「
２

０
２
２
年
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会（
一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）」に
協
賛

し
、副
賞
を
贈
呈
し
た
他
、卓
球
フ
ァ
ン
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
展

示
し
、出
場
選
手
を
応
援
し
ま
し
た
。

　
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
と
岡
山
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
は
2
0
2
2
年
4

月
1
日
の
合
併
に
当
た
り
、2
月
1
日
に
合
併
契
約
書
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

　
全
農
は
２
０
１
１
年
度
か
ら

同
大
会
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。今

大
会
で
は
各
種
目
の
優
勝
選
手

へ
副
賞
と
し
て
、J
A
タ
ウ
ン
で

販
売
し
て
い
る
全
国
各
地
の
お

米（
計
30
俵
）と
お
肉（
計
70
㌔
）

を
贈
呈
し
ま
し
た
。シ
ン
グ
ル
ス

男
女
の
表
彰
式
で
は
、
菅
野
幸

雄
経
営
管
理
委
員
会
会
長
か
ら
、

優
勝
し
た
戸
上
隼
輔
選
手（
明
治

大
）と
伊
藤
美
誠
選
手（
ス
タ
ー

ツ
）に
副
賞
を
渡
し
ま
し
た
。

　
全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
は
広
域

会
社
と
し
て
事
業
展
開
を
進
め
、

現
在
は
14
都
府
県
を
事
業
拠
点

と
し
て
精
米
販
売
な
ど
の
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。一
方
、岡
山

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
は
こ
れ
ま
で
岡

山
県
内
を
中
心
に
精
米
販
売
な

ど
の
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
合
併
に
よ
り
、
全
農
パ
ー
ル

ラ
イ
ス
の
事
業
拠
点
は
15
都
府

　
選
手
エ
リ
ア
に
は
全
国
の
卓

球
フ
ァ
ン
か
ら
出
場
選
手
へ
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
展
示
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
流
サ
イ
ト

（
S
N
S
）で
募
集
し
、
集
ま
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
計
7
7
9
件

で
、「
卓
球
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ

の
面
白
さ
を
伝
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」と
い
っ
た
温
か
い
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
土
日
に
は
全
農
ブ
ー
ス
を
設

け
、「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
」ブ
ラ

ン
ド
の
ご
当
地
グ
ミ
29
種
類
を

来
場
者
に
P
R
し
ま
し
た
。
併

せ
て
、
卓
球
用
具
メ
ー
カ
ー
・

日
本
卓
球
㈱
と
連
携
し
、
卓
球

に
関
す
る
ク
イ
ズ
企
画
を
実
施
。

正
解
者
1
7
6
人
に
ニ
ッ
ポ
ン

エ
ー
ル
グ
ミ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
全
農
は
卓
球
日

本
代
表
の
ト
ッ
プ
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て「
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
」を
通

じ
て
卓
球
競
技
を
応
援
し
ま
す
。

県
と
な
り
、
両
社
の
営
業
ノ
ウ

ハ
ウ
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

岡
山
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
が
こ
れ
ま

で
に
確
立
し
た
事
業
基
盤
へ
の

よ
り
一
層
充
実
し
た
対
応
と
、

広
域
展
開
す
る
実
需
者
を
は
じ

め
と
し
た
取
引
先
へ
の
対
応
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
製
造
・
物
流
の
効
率

化
と
い
っ
た
合
併
に
よ
る
シ
ナ

ジ
ー
効
果
と
あ
わ

せ
、
さ
ら
な
る
事

業
強
化
を
図
り
、

生
産
者
所
得
の
向

上
と
営
農
の
安
定

に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

　

米
穀
部
は
、
精

米
販
売
市
場
で
の

パ
ー
ル
ラ
イ
ス
事

業
の
競
争
力
強
化

に
向
け
、
引
き
続

き
、
県
域
パ
ー
ル

ラ
イ
ス
卸
の
再
編

を
進
め
て
い
き
ま

す
。

シングルス男女の表彰式で菅野会長が副賞を贈呈

左から全農高尾常務、全農パールライス前田代表取締役社長、岡山
パールライス橋本代表取締役社長、全農岡山伍賀県本部長
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News!

News!

イチゴ主産９県連・県本部がイチゴフェア開催

昭和女子大学の学生考案メニューで「三浦半島産」の魅力発信

国産イチゴのPRと消費拡大図る

産学連携プロジェクトメニューを限定販売

園芸部

神奈川県本部

　
イ
チ
ゴ
主
産
地
9
県
の
全
農
県
本
部
・
県
経
済
連（
宮
城
・
茨
城
・

栃
木
・
静
岡
・
愛
知
・
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・
熊
本
）で
構
成
す
る「
い

ち
ご
主
産
県
情
報
交
換
会
」は
2
月
5
日
、澤
光
青
果
、東
京
青
果
の
協

力
の
も
と
、澤
光
青
果
テ
ラ
ス
モ
ー
ル
湘
南
店
で
イ
チ
ゴ
フ
ェ
ア
を
開

き
ま
し
た
。

　
神
奈
川
県
本
部
は
三
浦
市
農
協
、J
A
よ
こ
す
か
葉
山
、昭
和
女
子

大
学
と
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
学
生
が
考
案
し
た
三
浦
半
島
産
食
材
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が

1
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
期
間
、玉
川
髙
島
屋
S
・
C
内「
フ
ー
ズ

シ
テ
ィ
」の
6
店
舗
で
限
定
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ち
ご
主
産
県
情
報
交
換
会

は
、
国
産
イ
チ
ゴ
が
潤
沢
に
出

回
る
時
期
に
合
わ
せ
、
9
県
合

同
で
販
促
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
で
14
年
目
と
な

り
ま
す
。各
県
を
代
表
す
る「
と

ち
お
と
め
」「
も
う
い
っ
こ
」「
に

こ
に
こ
ベ
リ
ー
」「
い
ば
ら
キ
ッ

ス
」「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
博
多
あ
ま
お

う
」「
い
ち
ご
さ
ん
」「
ゆ
め
の
か
」

「
ゆ
う
べ
に
」「
恋
み
の
り
」に
加

え
、
今
年
は
新
品
種
の
栃
木
県

　

5
年
目
と
な
る
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
栄
養
士
や
管

理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生
が
、

野
菜
や
農
業
の
知
識
を
深
め
な

が
ら
、
三
浦
半
島
産
の
青
首
大

根
や
早
春
キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た

レ
シ
ピ
を
考
案
し
ま
し
た
。若
年

層
に
対
す
る
三
浦
半
島
産
野
菜

の
P
R
と
消
費
拡
大
喚
起
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

産「
と
ち
あ
い
か
」を
準
備
し
、

11
種
類
の
う
ち
4
種
を
組
み
合

わ
せ
た〝
い
ち
ご
食
べ
比
べ
ア

ソ
ー
ト
ケ
ー
ス
〟を
1
5
0
0

円（
税
抜
き
）で
販
売
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
、例
年
の
よ
う
な
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、多
く
の
お
客

さ
ま
の
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。予
定
よ
り
早
く
完
売
し

て
し
ま
う
ほ
ど
好
評
で
、国
産
イ

チ
ゴ
の
P
R
と
消
費
拡
大
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
レ
シ
ピ
は
約
半
年
間
、
30
人

の
学
生
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

考
案
し
ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た

60
作
の
う
ち
8
作
が
採
用
さ
れ
、

店
舗
が
改
良
を
加
え
て
販
売
し

ま
し
た
。

　
「
キ
ャ
ベ
ツ
と
ベ
ー
コ
ン
の
ミ

ル
フ
ィ
ー
ユ 

ズ
コ
ッ
ト
風
」を

考
案
し
た
生
活
科
学
部
管
理
栄

養
学
科
の
小
池
和
佳
奈
さ
ん
は

「
こ
の
レ
シ
ピ
は『
見
た
目
』と

『
素
材
の
味
を
生
か
す
』と
い
う

点
を
工
夫
し
ま
し
た
。目
を
引
く

よ
う
な
見
た
目
と
素
材
の
味
を

引
き
立
て
る
シ
ン
プ
ル
な
味
付

け
が
特
徴
で
す
」と
こ
だ
わ
り
を

語
り
ま
し
た
。

プロジェクトに参加した昭和女子大学の学生たちと東神開発
㈱、三浦市農協、全農神奈川県本部職員

採用された「キャベツとベーコ
ンのミルフィーユ ズコット風」

多
く
の
お
客
さ
ま
が
立
ち

寄
っ
て
く
れ
た
店
頭
ブ
ー
ス

フェア用に用意した「いちご食べ比べ
アソートケース」と各県オリジナルノベ
ルティ

広報部noteで
「いちご主産県情報
交換会」について
紹介しています
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令
和
3
年
度

各
事
業
の
主
な
取
り
組
み

第
2
回

令
和
3
年
度
に
全
農
が
各
事
業
で
展
開
し
た
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
5
回
）。

　
大
豆
で
は
、
単
収
向
上
に
よ
る
生
産
量

の
安
定
を
目
的
と
し
、
農
研
機
構
と
連
携

国
産
大
豆
・

麦
の
安
定
供
給
と

販
路
確
保
の
取
り
組
み

し
て
極
多
収
優
良
新
品
種
の
開
発
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
営
農
部
門
と

連
携
し
、
生
産
技
術
確
立
に
向
け
た
栽
培

試
験
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
単
収
向
上
優

良
生
産
事
例
作
り
の
実
証
事
業
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
今
注
目
を
集

め
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス

フ
ー
ド（
大
豆
を
は
じ
め
と

し
た
植
物
由
来
の
原
材
料

を
使
用
し
た
食
品
）な
ど
、

新
た
な
食
品
用
途
に
対
し

て
、
営
業
開
発
部
と
も
連

携
し
な
が
ら
国
産
大
豆
需

要
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
麦
類
で
は
、
日
清
製
粉

㈱
お
よ
び
農
研
機
構
と
連

携
し
、
国
産
小
麦
の
共
同

開
発
を
開
始
し
ま
し
た
。

目
的
は
製
粉
業
者
が
使
用

し
や
す
く
国
内
広
域
に
栽

培
特
性
の
あ
る
汎
用
性
の
高

い
国
産
小
麦
の
開
発
で
、
今

後
は
試
験
栽
培
も
行
い
ま

す
。

麦
類
農
産
部

　
生
産
者
の
営
農
の
安
定
・
所
得
の
拡
大
に

向
け
、
業
務
用
実
需
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
契
約
栽
培
な
ど
、「
生
産
提
案
型
事
業
」

へ
の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
多
収
品
種
な
ど
の
複
数
年
・
固
定
価
格
で

の
契
約
な
ど
に
よ
り
、
面
積
当
た
り
で
の
所

得
確
保
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
・

J
A
か
ら
賛
同
い
た
だ
い
た
結
果
、
多
収
品

種
を
中
心
と
し
て
、
令
和
3
年
産
で
10
万
㌧

の
目
標
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
種
子
生
産
法
人
と
の
資
本
提
携
や

実
需
者
も
含
め
関
係
機
関
と
連
携
し
た
新
品

種
育
成
な
ど
を
通
じ
、
多
収
品
種
の
安
定
的

な
種
子
確
保
や
開
発
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

米
穀
生
産
集
荷
対
策
部
・
米
穀
部

　
生
鮮
青
果
物
の
販
売
強
化
で
は
、
卸
売

市
場
と
の
取
り
組
み
深
化
の
一
環
と
し
て
、

東
京
青
果
㈱
と
資
本
業
務
提
携
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
阪
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改
修

に
着
手
す
る
な
ど
J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー

㈱
の
機
能
拡
充
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
手
青
果
物
流
通
会
社
の
㈱

フ
ァ
ー
マ
イ
ン
ド
と
資
本
業
務
提
携
し
、
新

た
な
生
産
・
販
売
ス
キ
ー
ム
の
構
築
や
物
流

面
で
の
連
携
を
行
い
ま
し
た
。

　
輸
入
品
の
シ
ェ
ア
が
高
い
加
工
・
業
務
向

け
原
料
の
国
産
比
率
向
上
の
取
り
組
み
と

し
て
、
令
和
６
年
度
の
冷
凍
青
果
物
工
場
の

設
置
に
向
け
久
喜
準
備
室
が
始
動
し
、
販

売
先
へ
の
事
前
営
業
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
具
体
的
な

品
目
選
定
や
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
生

産
振
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
生
産
者
の
労
力
軽
減
や
手
取
り
安
定
化

に
向
け
て
は
、
広
域
集
出
荷
施
設
や
直
販

関
連
施
設
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
本
年

度
は
、
鳥
取
、
岐
阜
の
2
カ
所
で
新
し
い
施

設
が
稼
働
し
ま
し
た
。

農
家
所
得
向
上
を
目
指
し

園
芸
事
業
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
今
後
も

生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
と
生
産
者
手
取

り
の
最
大
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

園
芸
部

米
穀
事
業
／
麦
類
農
産
事
業
／
園
芸
事
業

国産大豆の収穫の様子

野菜広域センター（令和3年4月稼働）　鳥取県本部が県内2JAと共同運営。ブロッコリーの選果・選別による生産者の労力軽減、氷詰め
貯蔵による品質保持と安定供給を行う。

「
生
産
提
案
型
事
業
」

へ
の
転
換

　
米
穀
の
輸
送
力
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

手
荷
役
を
削
減
す
る
た
め
に
、
フ
レ
コ
ン
輸

送
の
拡
大
と
全
農
統
一
フ
レ
コ
ン
へ
の
規
格

集
約
、
お
よ
び
紙
袋
輸
送
の
パ
レ
ッ
ト
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
12
年
産
ま

で
に
全
農
統
一
フ
レ
コ
ン
へ
の
全
国
統
一
と

6
年
産
ま
で
に
紙
袋
輸
送
の
8
割
を
パ
レ
ッ

ト
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
中
で
も
全

農
統
一
フ
レ
コ
ン
は
、
回
収
・
清
掃
す
る
こ

と
で
複
数
回
利
用
で
き
る
点
が
S
D
Gｓ
の

取
り
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
、
本
格
導
入

初
年
度
の
３
年
産
で
約
12
万
枚
が
導
入
さ
れ

て
お
り
、
４
年
産
は
25
万
枚
程
度
の
拡
大
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
ラ
ド
フ
ァ
㈱
の
全
株
式
の
う
ち

約
７
割
を
取
得
し
、
３
年
４
月
１
日
か
ら
パ
ッ

ク
ご
は
ん
事
業
に
参
入
し
ま
し
た
。
同
年
７

月
に
は
、全
農
グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
て
い
る「
農

協
シ
リ
ー
ズ
」の
新
商
品
と
し
て
、「
農
協
ご

は
ん
」を
新
た
に
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
社
の
特
徴
と
し
て
、
ガ
ス
直
火
炊
き
、

し
ゃ
り
切
り
と
い
っ
た
お
米
の
お
い
し
さ
を
最

大
限
に
引
き
出
す
独
自
製
法
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
お
い
し
い
パ
ッ
ク
ご
は
ん
を
お
届
け

す
る
こ
と
で
、
国
産
米
の
消
費
拡
大
に
よ
り

一
層
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

契約栽培の取り組み推移

品種開発における現地検討会風景

H30

1万㌧

6万㌧

8万㌧

10万㌧
（見込）

R1 R2 R3

全農統一フレコンの保管

「農協ごはん」

全農パレチゼーションシステムによるパレット保管

パ
ッ
ク
ご
は
ん
事
業
に
参
入

物
流
改
善
の
取
り
組
み
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令
和
3
年
度

各
事
業
の
主
な
取
り
組
み

第
2
回

令
和
3
年
度
に
全
農
が
各
事
業
で
展
開
し
た
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す（
全
5
回
）。

　
大
豆
で
は
、
単
収
向
上
に
よ
る
生
産
量

の
安
定
を
目
的
と
し
、
農
研
機
構
と
連
携

国
産
大
豆
・

麦
の
安
定
供
給
と

販
路
確
保
の
取
り
組
み

し
て
極
多
収
優
良
新
品
種
の
開
発
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
営
農
部
門
と

連
携
し
、
生
産
技
術
確
立
に
向
け
た
栽
培

試
験
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
単
収
向
上
優

良
生
産
事
例
作
り
の
実
証
事
業
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
今
注
目
を
集

め
て
い
る
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス

フ
ー
ド（
大
豆
を
は
じ
め
と

し
た
植
物
由
来
の
原
材
料

を
使
用
し
た
食
品
）な
ど
、

新
た
な
食
品
用
途
に
対
し

て
、
営
業
開
発
部
と
も
連

携
し
な
が
ら
国
産
大
豆
需

要
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
麦
類
で
は
、
日
清
製
粉

㈱
お
よ
び
農
研
機
構
と
連

携
し
、
国
産
小
麦
の
共
同

開
発
を
開
始
し
ま
し
た
。

目
的
は
製
粉
業
者
が
使
用

し
や
す
く
国
内
広
域
に
栽

培
特
性
の
あ
る
汎
用
性
の
高

い
国
産
小
麦
の
開
発
で
、
今

後
は
試
験
栽
培
も
行
い
ま

す
。

麦
類
農
産
部

　
生
産
者
の
営
農
の
安
定
・
所
得
の
拡
大
に

向
け
、
業
務
用
実
需
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
契
約
栽
培
な
ど
、「
生
産
提
案
型
事
業
」

へ
の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
多
収
品
種
な
ど
の
複
数
年
・
固
定
価
格
で

の
契
約
な
ど
に
よ
り
、
面
積
当
た
り
で
の
所

得
確
保
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
・

J
A
か
ら
賛
同
い
た
だ
い
た
結
果
、
契
約
栽

培
で
は
多
収
品
種
を
中
心
と
し
て
、
令
和
3

年
産
で
10
万
㌧
の
目
標
を
達
成
す
る
見
込
み

で
す
。

　
ま
た
、
種
子
生
産
法
人
と
の
資
本
提
携
や

実
需
者
も
含
め
関
係
機
関
と
連
携
し
た
新
品

種
育
成
な
ど
を
通
じ
、
多
収
品
種
の
安
定
的

な
種
子
確
保
や
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

米
穀
生
産
集
荷
対
策
部
・
米
穀
部

　
生
鮮
青
果
物
の
販
売
強
化
で
は
、
卸
売

市
場
と
の
取
り
組
み
深
化
の
一
環
と
し
て
、

東
京
青
果
㈱
と
資
本
業
務
提
携
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
阪
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改
修

に
着
手
す
る
な
ど
J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー

㈱
の
機
能
拡
充
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
手
青
果
物
流
通
会
社
の
㈱

フ
ァ
ー
マ
イ
ン
ド
と
資
本
業
務
提
携
し
、
新

た
な
生
産
・
販
売
ス
キ
ー
ム
の
構
築
や
物
流

面
で
の
連
携
を
行
い
ま
し
た
。

　
輸
入
品
の
シ
ェ
ア
が
高
い
加
工
・
業
務
向

け
原
料
の
国
産
比
率
向
上
の
取
り
組
み
と

し
て
、
令
和
６
年
度
の
冷
凍
青
果
物
工
場
の

設
置
に
向
け
久
喜
準
備
室
が
始
動
し
、
販

売
先
へ
の
事
前
営
業
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
具
体
的
な

品
目
選
定
や
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
生

産
振
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
生
産
者
の
労
力
軽
減
や
手
取
り
安
定
化

に
向
け
て
は
、
広
域
集
出
荷
施
設
や
直
販

関
連
施
設
の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
本
年

度
は
、
鳥
取
、
岐
阜
の
2
カ
所
で
新
し
い
施

設
が
稼
働
し
ま
し
た
。

農
家
所
得
向
上
を
目
指
し

園
芸
事
業
の

課
題
解
決
に
取
り
組
む

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
今
後
も

生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
と
生
産
者
手
取

り
の
最
大
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

園
芸
部

米
穀
事
業
／
麦
類
農
産
事
業
／
園
芸
事
業

国産大豆の収穫の様子

野菜広域センター（令和3年4月稼働）　鳥取県本部が県内2JAと共同運営。ブロッコリーの選果・選別による生産者の労力軽減、氷詰め
貯蔵による品質保持と安定供給を行う。

「
生
産
提
案
型
事
業
」

へ
の
転
換

　
米
穀
の
輸
送
力
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

手
荷
役
を
削
減
す
る
た
め
に
、
フ
レ
コ
ン
輸

送
の
拡
大
と
全
農
統
一
フ
レ
コ
ン
へ
の
規
格

集
約
、
お
よ
び
紙
袋
輸
送
の
パ
レ
ッ
ト
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
６
年
産
ま

で
に
紙
袋
輸
送
の
８
割
を
パ
レ
ッ
ト
化
し
、

12
年
産
ま
で
に
全
農
統
一
フ
レ
コ
ン
へ
の
全

国
統
一
を
目
指
し
ま
す
。
中
で
も
全
農
統

一
フ
レ
コ
ン
は
、
回
収
・
清
掃
す
る
こ
と
で

複
数
回
利
用
で
き
る
点
が
S
D
Gｓ
の
取
り

組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
、
本
格
導
入
初
年

度
の
３
年
産
で
約
12
万
枚
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
４
年
産
は
25
万
枚
程
度
の
拡
大
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
ラ
ド
フ
ァ
㈱
の
全
株
式
の
う
ち

約
７
割
を
取
得
し
、
３
年
４
月
１
日
か
ら
パ
ッ

ク
ご
は
ん
事
業
に
参
入
し
ま
し
た
。
同
年
７

月
に
は
、全
農
グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
て
い
る「
農

協
シ
リ
ー
ズ
」の
新
商
品
と
し
て
、「
農
協
ご

は
ん
」を
新
た
に
販
売
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
ガ
ス
直
火
炊
き
、
し
ゃ
り
切
り
と

い
っ
た
お
米
の
お
い
し
さ
を
最
大
限
に
引
き
出

す
独
自
製
法
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
い
し

い
パ
ッ
ク
ご
は
ん
を
お
届
け
す
る
こ
と
で
、
国

産
米
の
消
費
拡
大
に
よ
り
一
層
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。

契約栽培の取り組み推移

品種開発における現地検討会風景

H30

1万㌧

6万㌧

8万㌧

10万㌧
（見込）

R1 R2 R3

全農統一フレコンの保管

「農協ごはん」

全農パレチゼーションシステムによるパレット保管

パ
ッ
ク
ご
は
ん
事
業
に
参
入

物
流
改
善
の
取
り
組
み
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す
。
全
農
独
自
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用

い
、
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
と
全
農

の
二
人
三
脚
で
商
品
管
理
を
支
え
て
い

ま
す
。

―
チ
ー
ム
で
は
食
品
表
示
診
断

士
の
資
格
を
持
つ
方
が
多
い
と
聞
き

ま
し
た
。

　
新
任
職
員（
社
員
）が
ま
ず
勉
強

す
る
の
が
食
品
表
示
に
関
す
る
法
律

で
す
。食
品
表
示
法
・
食
品
衛
生
法
・

Ｊ
Ａ
Ｓ
法
な
ど
、
関
連
す
る
法
律
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
資
格
が
な
け

れ
ば
業
務
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
法
律
の
把
握
は
商
品

管
理
に
必
須
で
あ
り
、
知
識
の
習
得

と
業
務
へ
の
応
用
力
を
見
極
め
る
た

め
に
重
要
な
資
格
で
す
。

　
ま
た
、「
食
品
表
示
」に
お
い
て
は

法
律
に
基
づ
く
適
正
な
記
載
だ
け
で

な
く
、
そ
の
商
品
の
魅
力
や「
何
を

が
主
な
業
務
と
な
り
ま
す
。
風
味
や

食
感
な
ど
の
比
較
検
討（
官
能
検

査
）や
、
品
質
基
準
設
定
と
商
品
仕

様
書
の
確
認
、
原

材
料
や
栄
養
成
分

に
基
づ
く
食
品
表

示
の
検
討
・
点
検
、

製
造
工
場
の
調
査

対
応
と
い
っ
た
、

商
品
管
理
に
必
要

な
あ
ら
ゆ
る
業
務

に
対
応
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
約
１
０

０
０
種
類
に
及
ぶ

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク

品
に
つい
て
、
商
品

仕
様
や
製
造
工
程

な
ど
膨
大
な
情
報

量
の
デ
ー
タ
管
理

も
大
事
な
仕
事
で

―
仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
商
品
管
理

大
切
に
し
て
い
る
か
」を
伝
え
る
こ
と

も
重
要
に
な
り
ま
す
。

―
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
表
示

で
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　
例
え
ば
原
料
原
産
地
表
示（
産
地

ま
た
は
製
造
地
）は
最
も
使
用
さ
れ

て
い
る
原
材
料
の
み
記
載
す
れ
ば
法

律
上
は
Ｏ
Ｋ
で
す
が
、エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー

ク
品
で
は
上
位
２
位
ま
で
の
原
材
料

中
5
%
以
上
の
重
量
が
あ
れ
ば
原
産

地
名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

主
原
料
が
国
産
農
畜
産
物
の
商
品
に

「
国
産
愛
用
マ
ー
ク
」を
貼
付
し
て
、

「
国
産
原
料
」を
重
視
し
た
ブ
ラ
ン
ド

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
組

合
員
の
立
場
に
立
っ
て
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
や
写
真

が
適
し
て
い
る
か
な
ど
、細
か
な
チ
ェッ

ク
も
し
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
、
そ
の
商

品
・
ブ
ラ
ン
ド
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を

ど
う
反
映
す
る
か
、
重
要
な
業
務
と

な
り
ま
す
。

―
膨
大
な
知
識
を
必
要
と
さ
れ

る
う
え
、
更
新
も
大
変
で
す
ね
。

　
当
室
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
日
々
学
び

続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば「
食
品
表
示
」に
関

す
る
法
律
は
原
料
原
産
地
や
ア
レ
ル

ギ
ー
、
栄
養
成
分
な
ど
消
費
者
が
求

め
る
情
報
が
多
様
化
す
る
に
つ
れ
、

ど
ん
ど
ん
細
か
く
改
定
さ
れ
て
お
り
、

勉
強
し
た
内
容
が
す
ぐ
に
役
に
立
た

な
く
な
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
安
心
・
安
全
な
商
品
を
お
届

け
す
る
た
め
に
メ
ン
バ
ー
で
補
い
合
っ

て
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
食
品
表
示
の
知
識
に
加
え

て
、
原
料
や
製
造
工
程
な
ど
勉
強
し

て
い
く
と「
ど
う
す
れ
ば
お
い
し
い
も

の
に
巡
り
合
え
る
か
」が
分
か
っ
て
く

る
の
で
、
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
楽

し
み
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
追
う
（6）

　全
農
グ
ル
ー
プ
に
は
専
門
的
な
業
務
に
従
事
し
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
。
今
回
は
営
農
・
技
術
セ
ン
タ
ー

で
働
く
品
質
・
表
示
管
理
の
プ
ロ
に
迫
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  【
広
報
・
調
査
部
】

安
心
と
信
頼
を
支
え
る
品
質
管
理
を
目
指
し
て

商
品
に
込
め
た
想
い
を
反
映
す
る
食
品
表
示

く
ら
し
支
援
事
業
部

　品
質
・
表
示
管
理
室

　伊
藤
裕
明
さ
ん
、
竹
内
愛
美
さ
ん

株
式
会
社
全
農
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

　礒
﨑
夕
子
さ
ん

い     

と
う  

ひ
ろ 

あ
き

　

                           

た
け  

う
ち   

あ     

み

い
そ 

ざ
き  

ゆ
う    

こ

お気に入りの商品とともに（左から竹内さん・伊藤さん・礒﨑さん）

食品表示の点検作業。資料や過去の表示とも確認
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ＪＡフルーツ山梨
（山梨県）

概要 令和４年１月３１日現在

正組合員数　　　     　 　7257人
准組合員数　　     　　 　3230人
職員数                       365人
販売品取扱高        180億5千万円
購買品取扱高          57億9千万円
貯金残高  　       1123億1千万円
長期共済保有高            4148億円
主な農産物　　　　桃、ブドウ、スモモ、 
　　サクランボ、枯露柿、キウイフルーツ

山
梨
を
代
表
す
る
果
樹
の
一
大
産
地

安
定
し
た
果
物
生
産
で
販
売
高
増
加

ボ
な
ど
を
主
体
に
生
産
し
て
い
ま

す
。立
地
を
生
か
し
た
桃
や
ブ
ド

ウ
の
施
設
栽
培
や
、地
域
特
性
に

よ
る
多
く
の
商
材
と
長
期
に
わ
た

る
販
売
が
可
能
な
広
域
的
産
地

形
成
が
な
さ
れ
、農
産
物
の
巨
大

供
給
基
地
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
同
J
A
は
、2
0
2
1
年
度
の

販
売
高
が
初
め
て
1
8
0
億
円

を
突
破
し
ま
し
た
。他
産
地
に
比

べ
て
生
育
期
や
収
穫
期
に
自
然

災
害
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
て
、

1
年
を
通
し
た
生
産
者
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、安
定
し
た
果

物
生
産
が
で
き
、計
画
通
り
の
数

量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

　
管
内
は
、全
国
的
に
も
ま
れ
な

落
葉
果
樹
日
本
一
、フ
ル
ー
ツ
王

国
山
梨
の
中
で
も
果
樹
の
一
大
産

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
下
の
果

樹
生
産
量
の
5
割
近
く
を
占
め

て
お
り
、
桃
や
ブ
ド
ウ
な
ど
を
中

心
に
、
ス
モ
モ
や
柿
、
サ
ク
ラ
ン

　
地
域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、県
外

の
観
光
客
か
ら
も
人
気
が
高
い

フ
ル
ー
ツ
直
売
所
八
幡
店
・
勝

沼
店
に
は
、7
0
0
人
を
超
え

る
出
荷
登
録
者
が「
国
消
国
産
」

を
合
言
葉
に
、採
れ
た
て
野
菜
や

旬
の
果
物
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
や
J
A
の
果
物
が

お
得
に
購
入
で

き
る
た
め
、
開

店
前
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
る

ほ
ど
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま

す
。
売
上
高
も

右
肩
上
が
り
で
、

両
店
合
わ
せ
て

5
億
5
千
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

神
奈
川
県

静岡県

長野県 埼玉県

東京都

山梨県

　
J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
は
、山
梨

県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
山
梨

市
・
甲
州
市
・
笛
吹
市
の
一
部

を
管
内
と
す
る
J
A
で
す
。県
下

8
J
A
構
想
の
一
環
と
し
て
、
東

山
梨
地
区
の
10
J
A
が
合
併
し
、

2
0
0
1
年
2
月
1
日
に
発
足

し
ま
し
た
。

な
ど
、市
場
・
仲
卸
・
消
費
者
か

ら
引
き
合
い
が
強
い
有
望
品
種
へ

の
改
植
を
推
奨
し
た
こ
と
や
、営

農
指
導
員
が
生
産
者
に
栽
培
方

針
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
た
こ

と
が
高
品
質
生
産
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
が
統
一
販

売
す
る
こ
と
に
よ
り
、高
単
価
で

市
場
と
取
り
引
き
で
き
た
こ
と
も

販
売
高
増
加
の
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。

シャインマスカット

シャインマスカット共選

フルーツ直売所八幡店

野菜コーナー

農
産
物
の
巨
大
供
給
基
地

と
し
て
期
待

高
品
質
生
産
で

販
売
高
増
加

直
売
所
で

旬
の
青
果
物
を
販
売
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JA全農かながわ

　湘南ゴールドは2003年に品種登録された神奈川生まれ
の新しい柑橘です。
　温暖な海岸沿いで生産されていた「黄金柑（ゴールデン
オレンジ）」と「今村温州」から生まれました。黄金柑より一回
り大きく、上品な甘さとさわやかな香りが特長です。黄色い
果皮は酸味が強そうに見えますが、甘味と酸味のバランス
が抜群で、外観と味のギャップも楽しめます。
　そのまま食べるのはもちろん、和食、洋食、お菓子などい
ろいろな料理にも使えます。 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

【贈答用】湘南ゴールド（2L 12個入り）
……3000円（税込み）

『ＪＡ全農トピックス』の
ツイッターはこちらから

JA全農のインターネットショッピングモール

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

　決勝は、オオタフットボールクラブ（中国地区・岡山）が、
4-0でジンガ三木スポーツクラブ（関西地区・兵庫）を破り
日本一の座をつかみ取りました。入賞チームには副賞とし
て「兵庫県産三田米コシヒカリ」と「黒毛和牛三角バラ・

ロース焼き肉用」を、全チームには参加賞として全農グ
ループ協賛各社からの提供品を贈呈しました。
　大会アドバイザーとして北澤豪さんを迎え、準決勝・決
勝を解説。試合の模様は動画投稿サイトYouTubeで配信
中です。全農はこれからも、子どもたちの健康づくりやス
ポーツ選手の育成をサポートしていきます。

「全農広報部スポーツ応援」
アカウント

https://twitter.com/zennoh_sports

サッカーキング（決勝）
https://youtu.be/03C-ap4Si_E

日刊スポーツ（準決勝・決勝）
https://youtu.be/lzCRzVQYh-4

JA全農杯 全国小学生選抜サッカー決勝大会開催
JA全農チビリンピック2021

　全農は1月22、23日、神奈川県横浜市の日産スタジアムで「JA全農チビリンピック2021 JA全農杯 全国小学生選抜
サッカー決勝大会」を開催しました。全国の地区予選を勝ち上がった14チーム約300人の子どもたちが集結し、熱戦を繰
り広げました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　【広報・調査部】

賞品提供
全国農協食品㈱、全農パールライス㈱、JA全農青果センター㈱、JA全農たまご㈱、
JA全農ミートフーズ㈱、全農チキンフーズ㈱、 協同乳業㈱

全農Twitter YouTube配信

決勝の模様

優勝「オオタフットボールクラブ」

準決勝の模様

試合結果

オオタフットボールクラブ
ジンガ三木スポーツクラブ
三菱養和サッカークラブ巣鴨ジュニア
ヴィッセル神戸U-12

中国・岡山
関西・兵庫
関東・東京
関西・兵庫

代表地区・県チーム名順位
優勝
準優勝

3位

優勝はオオタフットボールクラブ

かんきつ
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